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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月10日(2019.1.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリイソシアネート成分とポリオール成分との反応生成物を含むポリウレタンポリマー
を含む感圧接着剤組成物であって、前記ポリオール成分が１０～１４（ｃａｌ／ｃｍ３）
１／２の範囲の全溶解度パラメーターを有する、感圧接着剤組成物。
【請求項２】
　２５℃で液体であるポリイソシアネートを含むポリイソシアネート成分の反応生成物を
含む、ポリウレタンポリマーと；
　オルト－又はメタ－フタレートの繰り返し単位と、炭素原子を少なくとも４個含むアル
キレン基の繰り返し単位を含む、ポリオール成分と、
を含み、２５℃及び周波数１ヘルツにて１ＭＰａ未満のＧ’を有する、感圧接着剤組成物
。
【請求項３】
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　基材と、
　前記基材の主表面上に配置された、請求項２に記載の感圧接着剤組成物の層と、
を含む、ラミネートテープ。
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